
（仮称）第３期県立高校将来構想答申中間案の概要 
～高い「志」を育み，地域とともに次代を拓く高校教育の創造へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本県高校教育改革の取組 

（１）これまでの構想における高校教育改革の取組の方向性 

  「県立高校将来構想（H13～H22）」及び「新県立高校将来構想（H23～H32）」

における高校教育改革の方向性 
 

（２）「新県立高校将来構想」期間中の主な動き 

   現構想の項立てに従って，これまでの主な動きについて①県立高校教育の

在り方と②社会の変化に的確に対応した学科編成・学校配置に分けて記載 
 
    ①県立高校教育の在り方 
     学力の向上，キャリア教育の充実，地域のニーズに応える高校づくりの推

進，東日本大震災からの教育の復興に向けた取組等 
 
    ②社会の変化に的確に対応した学科編成・学校配置 
     全日制課程の学科編成や学校配置，定時制課程・通信制課程の取組等 
 

２ 高校教育を取り巻く現状と課題 

（１）社会経済環境の変化 

   社会経済環境の変化の状況とそれに伴う課題について記載 
 
    ①東日本大震災からの復興，②人口減少社会の到来， 

③家庭環境や地域社会の変化，④グローバル化の進展に伴う課題等 
 

（２）県立高校の現状と課題 

   県立高校の現状とそれに伴う課題について記載 
 

     ①生徒の多様化，②基礎学力や学習意欲の問題，③ＩＣＴの進展， 
④不登校生徒や中途退学者への対応， 
⑤「新学習指導要領」への対応に伴う課題等 

１ 策定の趣旨 

・現行計画が，東日本大震災前に策定したものであること 
・本県の教育行政の基本的な方向性を示す「第２期宮城県教育振興基本計画」の策定
が前倒しされたこと 

・全日制の１学年３学級以下の小規模校が 17 校（H29）を数え，生徒の教育環境の整
備・充実について早期に検討を進める必要があること 
 
 

計画期間を平成 31年度から平成 40年度までの 10年間として策定 
 

２ 構想の基本的な考え方 
 
・学ぶ意欲や確かな学力，豊かな人間性や社会性を持ち，国際社会の中で活躍できる
人材の育成等に努める。 

 
・生徒一人一人の「志」の実現に向けて充実した高校生活を送ることができるよう，
様々な社会の変化に対応した高校づくりを目指す。 

 
・中学校卒業者数が減少する見込みの中，県立高校に対する地域の期待や，本県の産
業構造，全県的な学校・学科の配置バランス等を踏まえつつ，生徒の多様な進路希
望等に対応できるよう，活力ある教育活動を展開するための学校配置等の在り方を
検討する。 

生徒一人一人が，高い「志」を持ち，主体的・対話的で深い学びを通して，自ら未来を切り拓いていくたくましい力を身に付けるこ

とができる高校教育を実現する。 
 

１ 目指す人づくりの方向性 

○ 豊かな心，健やかな体と自ら考え行動する力を持ち，自己実現，社会貢献できる人づくり 
○ ふるさと宮城に誇りを持ち，東日本大震災からの復興と郷土の発展を支える人づくり 
○ 異文化を受容できる力を備えるとともに，グローバルな視点を持ち，多様な人々と協働して新たな価値を創造できる人づくり 
 

２ 目指す学校づくりの方向性 

○ 生徒一人一人を大切に育み，多様な個性や能力を最大限に伸ばす学校づくり 
○ 生徒一人一人の興味・関心や進路希望に応じるとともに，社会のニーズを踏まえた特色ある学校づくり 
○ 地域に根ざし，地域に貢献できる学校づくり 

 第３章の「本県高校教育の目指す姿」を受けて，今後１０年間の高校教育改革の取組の方向性について「１ 未来を担う高い志

を持つ人づくり」と「２ 未来を拓く魅力ある学校づくり」に分けて記載 
 

１ 未来を担う高い志を持つ人づくり 

（１）教育内容の充実 

   志教育の一層の推進や生徒の学習意欲や基礎学力に関わる学びの実践の推進など教育内容の充実に関する項目について記載 
 
    ①志教育の更なる推進，②基礎・基本の徹底と発展的な学習の推進，③「主体的・対話的で深い学び」の実現， 

④課題解決能力の育成，⑤教科指導におけるＩＣＴ活用の推進，⑥国際教育の推進，⑦防災教育・安全教育の推進， 
⑧カリキュラム・マネジメントの推進，⑨部活動の質的充実 

 
（２）教育環境の充実 

   教育相談体制の更なる充実や教員の計画的な採用の推進など教育環境の充実に関する項目について記載 
 

    ①教育相談体制の更なる充実，②優れた教員の確保，③計画的な施設・設備の整備，④国・県などの制度活用 
 
２ 未来を拓く魅力ある学校づくり 

（１）社会的ニーズに応じた高校，学科の在り方 

   普通系学科や専門学科の在り方，また，地域の教育機関や企業等との連携など他機関 

との連携の推進 
 
（２）学びの多様化への対応 

   定時制課程や通信制課程の在り方や新たなタイプの学校の設置などの学び直し等への 

対応，インクルーシブ教育システムの充実や通級による指導の充実などの特別な支援を 

必要とする生徒への対応 
 
（３）少子化の中での高校の在り方 

   学校配置の考え方や地区別の高校配置の方向性，適正な学校規模 
 

１ 家庭・地域・学校の協働の必要性 

  ・家庭・地域・学校が適切にその役割を分担して，相互の連携を図り，高校教育を展開していく。 
・学校は，家庭・地域との協働の場づくりのため，地域への学校施設の開放や学習機会の提供などを積極的に行い，地域の拠点としての 
様々な活動に取り組んでいく。 

 

２ 将来構想の推進に向けた適正な進行管理 

  ・国における高校教育改革の動向を注視して対応していくとともに，必要に応じて適切な見直しを行う。 
・再編整備計画に基づき各取組を進めるとともに，適宜，進捗状況を把握，成果や有効性について確認し，適正な進行管理を行う。 

     

第１章 高校教育を取り巻く現状と課題 

 

第２章 新たな県立高校将来構想の策定について 

第３章 本県高校教育の目指す姿 

第４章 高校教育改革の取組 

第５章 将来構想の推進 

 

（４）魅力ある学校づくり 

新しい学習形態の導入 

や特定の学科に関する学

級規模や募集方法等の特

例を設けることの検討，再

編整備計画の策定 
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